
先⾏投資を計画的に実施
● リカーリング収益の積み上げとQ4の需要期により売上⾼の通期予想達成を⾒込む
● FY2027以降の成⻑投資を継続しつつ、調整後営業利益は通年での⿊字化を⾒込む
通期業績予想に変更なし
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通期売上⾼・調整後営業利益予想の達成に向けて順調な進捗

決算説明資料
2026年12⽉期第３四半期

東証グロース 4375セーフィー株式会社

2026年12⽉期第３四半期 業績ハイライト

売上⾼ 売上総利益 調整後営業利益

5,831
百万円

（YoY+22.7%）

2,952
百万円

（YoY+23.7%）

93
百万円

（QoQ+75百万円）

スポット収益の構成⽐上
昇により、売上総利益率
は50.6%に減少

通常版はこちら

中⻑期的なビジネスアップデート

2026年第４四半期 通期業績⾒込

映像×AIの「現場AX」ソリューションの拡充と顧客基盤の拡張
● 映像・⾳声データ×AIで現場業務の⾃律化を⽬指すソリューションを展開
● 「現場AX」によりエンタープライズ顧客の開拓が進展し、全国で顧客基盤が拡張
⾒守りと保険の相互補完による事業領域拡⼤
● AIカメラ×遠隔対応による現場の⾒守りが拡⼤
● 保険代理店のグループジョインにより⾒守りと保険の相互補完で事業領域を拡⼤

決算サマリー

下期偏重による増収幅の拡⼤と利益の着実な積み上げ
● 売上⾼は前年同期⽐22.7%増、売上総利益は前年同期⽐23.7%増、
2026年12⽉期第３四半期は、調整後営業利益で前四半期⽐75百万円増益

リカーリング・スポット両収益の着実な積み上げ
● スポット収益は16.8億円（前年同期⽐+19.5%）、
リカーリング収益は41.4億円（前年同期⽐+24.1%）へ

「現場AX」ソリューションのラインナップ拡充により顧客基盤を全国で拡張
クラウドカメラ映像×AIを基盤に⾒守り・保険の相互補完で事業領域拡⼤へ

エンタープライズ向け
サービスラインナップの
拡充などが増収に寄与

M&Aなど先⾏投資を
継続する⼀⽅、
前四半期⽐で増益

https://ssl4.eir-parts.net/doc/4375/tdnet/2916828/00.pdf
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2026年12⽉期第３四半期のビジネスアップデート

現場AXのソリューションラインナップが拡充

現場AXソリューションによりエンタープライズ顧客の開拓が進展し
全国で顧客基盤を拡張

クラウドカメラの映像とAIを基盤に
⾒守りと保険の相互補完で事業領域を拡⼤

リカーリング収益*2

スポット収益*1

ソリューション収益は前年同期⽐

+42%

22Q1–Q4 23Q1–Q4 24Q1–Q4 25Q1–Q4 26Q1–Q3

建設・製造・⼩売 / サービスなど
現場データを活⽤した
ソリューションを拡充

映像から⾳声・AIエージェントへ
「Safie Report Agent」で現場データ
による管理の⾃律化を⽬指す

「Safie AI Studio」で
業界別の⾃社ソリューションを開発
AIソリューション
プラットフォーム
「Safie AI Studio」で
⾃社開発から収益化までを加速

出資先とソリューションとの連携で
幅広い現場課題に対応

ラインナップ拡充の3つの要素

全国に拠点を有するパートナー網

関⻄は約 12%  九州は約６%の売上にとどまり、
さらなる成⻑余地を有する

売上*1の約６割が関東に集中

関⻄

九州

関東で
約60%

関東

現場の映像データを蓄積し
AI×業務ノウハウで状況把握と判断を⾼度化

共通基盤
クラウドカメラ × AI（現場AX）

基盤を横展開

⾒守り

遠隔監視と駆けつけで
現場の安全・安⼼を提供

現場AX × ⾒守り

保険
映像・AIによる事故予防と
補償を⼀体化した
保険の開発を⽬指す

現場AX ×保険

*1 スポット収益には物販、カメラ設置⼯事等が含まれる
*2 リカーリング収益には、クラウド、アプリケーション、レンタル、SIM等が含まれる

*1 2026年1〜9⽉の当社売上⾼
（設置先や配送先などの所在地をもとに地域別に集計）

関東


